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第 44 回（2015 年度）九州・沖縄支部研究大会のご案内 

大会実行委員長	
 小 笠 原	
 真 司（長崎大学） 
 
第 44 回（2015 年度）九州・沖縄支部研

究大会は、長崎大学文教町キャンパスにて

６月 13 日に開催されます。2014 年度は、
九州沖縄支部が LET 全国大会の運営にあ
たったことから支部研究大会が開催されま

せんでしたので、九州・沖縄支部研究大会

は、2013年度に西南学院大学で開催した第
43回以来、２年ぶりの開催となります。九
州・沖縄各県から、多くの LETの仲間が集
まることを期待しています。 
第 44 回（2015 年度）九州・沖縄支部研

究大会は、長崎大学言語研究センターの小

笠原を中心に、長崎大学の LET会員である
奥田先生（言語教育研究センター）、古村先

生（経済学部）、廣江先生（言語教育研究セ

ンター）の 4名が、LET九州・沖縄支部事
務局と連絡をとりながら行っています。準

備の方は順調ですと中間報告したいところ

ですが、諸般の事情で少し準備のスタート

が遅れてしまいました。それでも、急ピッ

チで教室の手配や情報交換会の会場の準備

を進めています。 
長崎大学の文教町キャンパスは、それほ

ど広くありませんが、多くの建物が密集し

ているところもあり、学内で方向がわから

なくなる方もいらっしゃるかもしれません。

当日は、電車通りの正門から、研究発表の

教室まで、案内板を多数準備して、みなさ

んを誘導したいと思っています。長崎大学

は、昨年度新学部「多文化社会学部」が新

設され、多くの英語が得意な学生を受け入

れました。それにともない、ここ数年建物

の新設や増築、さらにリノベーションも進

み、とてもきれいになりました。また最新

の CALL教室も完備されました。今回の研
究大会では、きれいになった教養教育棟の

B 棟、C 棟を使用して行います。CALL 教
室も、研究発表の会場となっています。 

6月 13日の午前中には、本学の奥田先生
の担当のワークショップが行われます。内

容は、「課外授業を促す反転授業の進め方」

です。事前申し込み制となっていますので、
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関心のある方はお早めに申込手続きをお願

いします。ワークショップと並行して、協

賛企業の展示が２教室に分けて行われます。

最新の機器にふれていただき、英語教育関

係の資料を収集してもらえたらと思います。 
本年度の講演は、福岡女学院大学の細川

博文先生にお願いしています。タイトルは、

Learning English through Interaction: 
Grammar、 Translation、 and Dangerous 
Things です。とても興味深いタイトルで、
今から楽しみですが、この講演内容が、シ

ンポジウムにつながるようになっています。

シンポジウムは、「『授業は英語で』を支え

る理論とその実践」という、英語教員が今

関心をもっている内容となっています。コ

ーディネーターは、高校の教員経験もお持

ちの長崎県立大学の麻生雄治先生にお願い

し、パネリストは高校で英語の授業を担当

している現役の先生方３名を、鹿児島、佐

賀、長崎からお招きします。とても、充実

した有意義なシンポジウムになることと思

います。 
さて、情報交換会ですが、今回は大学を

離れ、長崎市新地にある長崎ワシントンホ

テルを会場とし、立食形式で行います。リ

ーズナブルな値段ですので、ぜひ多くの方

の参加をお待ちしています。長崎ワシント

ンホテルのある新地までは、移動が 20~30
分程度かかりますが、ぜひ長崎名物の市電

にて移動ください。長崎の町のちょっとし

た観光にもなります。また、新地は、多く

の方のお泊りのホテルへのアクセスもいい

と思います。長崎ワシントンホテルは繁華

街や中華街のすぐそばにありますので、情

報交換会ののち、まだおなかのすかれてい

る方は、ちゃんぽんを食べにいったりする

ことも可能です。飲み足りない方にとって

も、たくさんのお店がある銅座や思案橋も

歩いてすぐです。ぜひ、情報交換会後は、

長崎の夜もお楽しみください。 
では、6月 13日、LETの多くの会員の方

とお会いできるのを楽しみにしています。 
 
 

LET 九州・沖縄支部 2014 年度秋季学術講演会の報告 

植 田	
 正 暢（北九州市立大学） 
 
この報告記事を読んでいらっしゃる方の

おそらくほとんどの人は、日頃から外国語

を教えることに関わり、学習の効果を検証

することに頭を悩ませているのではないで

しょうか。通常、私たちは成果をテストで

測定することが多いと思いますが、もし学

習者の学びが起こっている頭の中を見るこ

とができたらどれほどすばらしいことでし

ょう。2014年度秋季学術講演会では、まさ
に頭の中の様子を捉えることがテーマとな

っていました。 
秋季学術講演会は1月31日に北九州学術

研究都市産学連携センター（北九州市）で

行われ、夏目季代久先生（九州工業大学大

学院教授）と中野秀子先生（九州女子大学

教授）が講師として登壇されました。夏目

先生が脳の仕組みや脳波に関する概論的な

説明と、リズムと学習の関係について話さ

れ、それを受けて、中野先生がより具体的

に英語学習とリズムの関係について話をさ
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れました。 
夏目先生の講演「脳科学と学習」では、

最初に脳に関する基本的なことから詳しく

ご説明いただきました。脳の活動を見るた

めの手がかりの 1 つとして脳波が取りあげ
られました。脳波とは神経の活動がリズム

をもって活動することの現れであり、学習

している時に見られる脳波はθ（シータ）

波と呼ばれる 4〜8Hz の脳波で、記憶学習
や集中している時に見られるということで

す。人為的にθ波を生み出すことができれ

ば学習効果を上げることができ、リズムを

刻んで学習することによってθ波が出るこ

とから、学習にリズムを応用することは有

効であることが論じられました。脳波を見

ることによって学習の効果をリアルタイム

に観察することができるため、将来的には、

たとえば e ラーニングに脳波を検出する装
置をつけ、θ波の出方によって学習を継続

させたり、休憩させたりするといったこと

も可能になることが述べられました。また、

現在、夏目先生の研究室でのプロジェクト

として、ゲーム感覚でリズムを刻みながら

単語を学習する仕組みを開発していること

が報告されました。 
続いて、中野先生は「英語学習と脳活動」

という演題で、ビート音による一定のリズ

ムを与えながら英語を学習することに効果

があることを、実験結果を提示しながら説

明されました。ビート音による英語学習の

効果を調べるために、ビート音が与えられ

ながら英語を学習するグループとビート音

が与えられないグループを比較し、どちら

がしっかり発音できているかをプロダクシ

ョンレートで測ったということです。する

と、ビート音ありのグループの方がプロダ

クションレートが高くなるという結果が得

られたということでした。さらに、絵と文

字と音を組み合わせた実験では、文字が提

示されたグループと提示されなかったグル

ープの間でθ波の出方や記憶テストの結果

が比較され、文字が提示されたグループの

方がより学習効果が高いことが報告されま

した。また、初めて習う外国語を学ぶ際に

は、学習者に単に文字を見せるだけではな

く、文字をなぞるという行為も加えるとさ

らに学習効果が上がるという実験結果が示

されました。このことは小学校における英

語学習で早い段階から文字を提示し、書か

せることが重要であることを示唆するもの

であるということでした。 
この報告記事は文字のみでの報告となり

ましたが、実際の講演会では血流変化の様

子が動画で示され、学習している時の脳の

状態を見ることができました。脳の状態に

着目して学習効果を検証することは現時点

では簡単にできることではありませんが、

夏目先生の講演の中で触れられていた e ラ
ーニングの仕組みが実現すれば、教室内で

学習者の学びの効果をリアルタイムに判断

できる日が来るのかもしれません。また、

中野先生の講演で、英語学習の際にリズム

に合わせて話すのは重要であることが脳の

活動の様子から裏付けられましたが、報告

者自身、英語のリズムが大切だと言われて

学んできた経緯がありますので、それが理

にかなっていたことを再認識することがで

きました。 
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新運営委員のごあいさつ 

麻 生	
 雄 治（長崎県立大学） 
 

今年度より運営委員を務めることになり

ました麻生雄治です。長年（四半世紀以上

にわたって）大分県の公立高校に勤務して

おりまして、昨年度より長崎県立大学でお

世話になっております。専門（と呼べるほ

どものはありませんが）は英語教育で、テ

スティング、リーディング、スピーキング、

ライティングに関心があり、研究（らしい

こと）をしております。実は、本学会との

関わりは長く、LLA（語学ラボラトリー学
会）の時代からお世話になっており、多く

のことを勉強させていただいております。

これまでの恩返しという意味も含めまして、

少しでもお役に立てればと思っております。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

川 浪	
 一 也（福岡大学附属大濠中・高等学校） 
 

この度、外国語教育メディア学会九州沖

縄支部の運営委員及び評議員に就任させて

いただきました、川浪と申します。所属は

福岡大学附属大濠中学校・高等学校です。

変わりつつある、中等高等学校英語教育の

現場で理論と実践の中で英語教育に携わっ

ています。応用言語学とりわけ、社会言語

学そして英語教育に興味があります。社会

言語学では、EIL/ELF や World Englishes 
などに特に興味があります。学会行事の研

究大会などにも積極的に参加させていただ

き、微力ながら学会の発展の一助になれば

と願っておりますので、宜しくお願い申し

上げます。 
 
 

事務局からのお知らせ  
 
【新会員】 
＜正会員＞ 
中尾佳代（鹿児島高校） 
廣江 顕（長崎大学） 
李 相穆（九州大学） 
Holster Trevor（福岡大学） 
＜学生会員＞ 
秋吉 潤（ペンシルベニア州立インディ

アナ大学） 
Rupp Michael（熊本大学） 

【第 44回支部研究大会】 
	
 第 44回支部大会が以下の日程で開催さ
れます。 
日時： 6月 13日（土）10:30～18:10 
場所： 長崎大学文教地区キャンパス 

（長崎市文教町 1−14） 
大会テーマ：「授業は英語で」を支える

理論とその実践 
資料代：非会員 1,000円、非会員（学生）

500円、会員無料 
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プログラム  
1. ワークショップ 
課外学習を促す反転授業の進め方 

奥田 阿子 先生（長崎大学） 

2. 基調講演 
Learning English through Interaction: 
Grammar, Translation, and Dangerous 
Things 

細川 博文 先生（福岡女学院大学） 

3. シンポジウム 
「授業は英語で」を支える理論とその実践 
コーディネーター 
麻生 雄治 先生（長崎県立大学） 

パネリスト 
有嶋 宏一 先生（鹿児島県立甲南高校） 
柴田 邦博 先生（佐賀県立武雄高校） 
濱栗 啓吾 先生（長崎県立壱岐高校） 

4. 研究発表 
5. 情報交換会（長崎ワシントンホテル） 

ワークショップ、情報交換会等のお申し込

み受け付けは 5月中旬より開始予定です。 
 
【第 55回全国研究大会】 
	
 第 55 回 LET 全国大会が以下の日程で
開催されます。 
日時： 8月 4日（火）〜6日（木） 
会場： 千里ライフサイエンスセンター 
 

 

 

 

 

大会テーマ：外国語教育の最前線：リサ

ーチと実践の出あうところ 

詳細につきましては大会ホームページ

（http://let-kansai.org/2015/）をご覧くだ
さい。 
 
【会費納入のお願い】 
	
 2015 年度の会費振り込みのお願いが、
登録住所宛に送付されていると思います。

まだお振り込みいただいていない会員の

方は、お早めにお振り込みいただきますよ

うお願いいたします（個人会員・団体会員

は 6,000円、学生会員は 3,000円）。未納
の状態が続く場合には支部からの発送物

を停止させていただく場合がございます。

支部の円滑な運営のためにもご協力お願

いいたします。なお住所・所属等に変更が

生じた場合には、学会本部の HPより変更
していただきますようお願い申し上げま

す。 
 
【LETホームページ】 

LET本部 http://www.j-let.org 
LET九州・沖縄支部 
 http://www.j-let-ko.org/ 

 
【LET九州・沖縄支部事務局】 
〒808-0135 北九州市若松区ひびきの 1−1 

北九州市立大学	
 長 加奈子研究室内 


